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ヘッドライン　色の化学
　我々の生活には色があふれており，その発色メカニズムは様々である。ブルーベリーの表
皮の青色は色素によるものでなく，構造色であることが明らかとなったのは記憶に新しい。
「なぜその色に見えるのか？」の根底には様々なメカニズムがあり，加えて人間の脳による
バイアスも影響する。本ヘッドラインでは，化学構造・構造色・色覚の観点から，身のまわ
りの色について紹介する。
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次号ヘッドライン 東アジア化学史における 
日本の化学・化学者の貢献

　茨城大学は 1949 年創立の総合国立大学です。旧制水戸高等学校などを源流とし，
水戸市・日立市・阿見町の 3つの主要なキャンパスに，人文社会科学部，教育学
部，理学部，工学部，農学部，地域未来共創学環の 6学部・学環と 4つの大学院研
究科を有しています。「スチューデントサクセス」を掲げた学修者本位の教育マネ
ジメントや，国内外の大学等との連携による総合気候変動科学の研究・教育の取り
組みを強みとしています。

表紙の言葉　茨城大学水戸キャンパス図書館
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